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※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します
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Q2. 3.    対応性・更新性(梁:CFRP+難燃LVL【日本初】、CFRP+アクアカバー【日本初】)

          対応性・更新性(柱:アルミ+耐火塗料【日本初】、ダクタルAF)

          対応性・更新性(ポリカ造仮設ドーム　コンピューテーショナルデザイン)

LR1.4.    効率的運用(ABW・Wellness)

LR1.4.    効率的運用(AI・IoT技術)
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K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン

該当部：地下1階、地上1階

該当部：CFRP造、アルミ造、ダクタルAF造、ポリカ造
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次世代素材、働き方改革、AI・IoT技術で未来をつくる

CASBEE評価省エネルギー性能

次世代素材、働き方改革、AI・IoT技術で未来をつくる

設計担当者　

統括：高島謙一／建築：高島謙一、土井健史、傳寶知晃、木村みどり、（T-Cloud：土井健史、日高恵理香）／構造：服部敦志、阪井由尚、藻川哲平（T-Cloud：一色裕二、御所園武）

設備：小野田修二、吉田典彦／電気：小野田修二、坂下泰士／専門：（T-Cloud：福田純)

木+CFRP(一部材40kg以下で構成)

人力でも持てる軽いCFRP梁 梁の木は耐火被覆と断熱材 再生可能なCFRPと木 輸送時CO2排出量を削減ﾄﾞﾛｰﾝ施工可

耐震壁をデザインする「T-Wood Brace」

「Wellness(健康増進)」やサステナブルの観点から木材利用が促進

されています。古い建物の耐震改修において、室内で出てくる耐震

壁は仰々しく厄介な存在でした。本計画では木の特性を生かし、木

材を鋼製ブレースの圧縮強度を向上させる補鋼材として配置しまし

た。現在、圧迫感を更に無くす耐震壁としてアクリル耐震壁の開発

に取り組んでいます。

CFRP（炭素繊維補強プラスチック）

比重：約17kN/m3（鉄の約1/5）

産業機器や航空業界での利用が一般的

アルミ

比重：約27kN/m3（鉄の約1/3）

主要構造体としての利用は稀

ダクタル（超高強度繊維補強モルタル）AF

耐火用にﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ繊維を混入したﾀﾞｸﾀﾙ

ガラスパーティションによって風が遮られ、テラス内
は全体的に風速が弱くなっています。
（0～1m/s程度）
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中間期：4月,10月～11月 夏期：5月～9月

北側の扉から風が流れ込み、通路付近まで風が到
達しています。その他の部分では風速は弱くなって
います。

北側の扉から風が流れ込み、送風機による段々ベ
ンチ裏からの風の流れと合流し、南側の扉から風
が外に流れています。

自然を感じるテラス イベント可能なテラス 飲食可能な中庭 森をテーマにしたカフェ マルチパーパスルーム

木の香りがするT-Wood Brace 圧迫感なく廊下を居室をつなぐ

建築の可能性を広げる「T-CFRP Beam（FR）」

未活用の屋上をイノベーションテラスにリニュー

アル。このテラスは、炭素繊維梁「T-CFRP　

Beam（FR）」(鉄の１/５の重量)、アルミ柱(鉄の１/

３の重量)、ポリカドーム(１．５㎏/枚)で構成した

「軽い建築」で、利用者のふるまいや季節に応

じて自由に変様可能です。軽量で再利用やド

ローン施工可能な炭素繊維は、既存ビルの屋

上や超大空間など建築の可能性を広げます。
北側外観：起伏ある床と大屋根によるランドスケープのような空間

北側夕景：ライトアップにより浮かび上がる「T-CFRP Beam」

CFRP梁（⽇本初）

アルミニウム合⾦部材の耐⽕被覆（⽇本初）
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 働き方を変革する「ABW・Wellness」

本館リニューアルでは大成建設の新しい働き方の一

環として、「ABW(Activity　Based　Working)」と

「Wellness(健康増進)」をテーマとしています。内

部・外部・半外部をボーダレスにつないだ様々な場

所を人々が自由に選択し、そこで働いたり、リフ

レッシュしたりします。ストレスの軽減や思わぬ出

会いにより、知的生産性と創造性が向上します。
ワーカーが自らの能力を最大限に発揮できるよう、こころとか
らだの健康を保つ空間品質を6つのテーマにより実現します。

ワーカーが自らの判断で、自分の体調や目的に応じて、
主体的に場所を選択できる多様な空間を提供します。

ABW（魅力的な職場環境） TAISEI Wellness Office（健康経営）
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 未来を予測する「T-Workstyle Concierge」

本館リニューアルではABWのより促進させる為、AI・IoT技術「T-Workstyle　

Concierge」を採用しております。温度・湿度・風速・混雑具合・騒音を測定

し、人々の目的に応じて誘導する仕組みです。データの蓄積により使われて

いないスペースや問題点を見える化し、それを改善することで空間の有効利

用が可能になります。将来的には、この技術を緑化にも応用する予定です。
※1：湿温度や騒音値などの情報

位置情報

環境情報 ※1

パーソナル情報 ※2

ワーカー最適空間
の提案

クラウド

※2：個人の好みや空間の利用目的などの情報

コンピューターでデザインする「T-Cloud」

1辺90㎝、1.5㎏以下の三角形パネルを組み合わせたポリカーボネー

ト構造の仮設ドームです。コンピューテーショナルデザインにより

数百パターンのドームを可能にしました。構造解析用モデルにも利

用しています。照明パネルや換気パネルを備える、容易に組立可能

な透明な仮設ドームは寒冷期の風よけとして、イベントや災害時の

テントとして利用可能です。
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構造解析⽤モデルの作成

構造解析⽤モデル

シェル要素

ジョイント部に要素を配置
ボルトをモデル化

3Dデータ
(サーフェイス)

構造モデル
(シェル要素+ばね)

 

サイネージとセンサー

厳しい夏季には、アウタータワー（空調機）にて
テラスを冷却します。これにより、テラスの年間
利用を可能にしました。
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